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校 長 内 藤 晃 宏

開校１２０周年記念式典開催まで残すところ半月、皆様のお力添えのもと準備は最終段階に入って

います。１０月１５日には、子どもたち・保護者・卒業生や地域の皆様とともにこの節目を迎えた喜びを

分かち合いたく考えております。どうぞよろしくお願い申し上げます。

教材園側の縁石に沿って、１年生が育てているアサガオの鉢が並んでいます。

夏が過ぎて種ができる頃になっても、名残の花や葉を見つけて欠かさず水やりする子どもの姿があ

ります。大人であれば花が終わってあとは種を取るだけだから…と考えそのままにしてしまうのでしょう

が、子どもたちは今もアサガオの命が続いていることを感じ取っているのでしょう。人は成長するほどに

物事に見切りを付けたり、割り切ったりすることを覚えていきますが、一方で本当に心を配らなければな

らないものまで（図らずも）切り捨てながら生きているのかも知れません。

さて、過日の学芸会には多くの皆様にご来校いただき、誠にありがとうございました。幸い好天に恵

まれ、雨音で声が届きにくくなることもなく、子どもたちはそれぞれの思いを舞台から客席へ届けること

ができたものと存じます。 学芸会など学校行事の大きな目的は、共通の目的に向かって力を合わせる

体験を積ませることにあり、舞台はその成果を確かめ合い、分かち合う場です。しかしながら、そこで全

てが完結するわけではありません。舞台でキラキラ輝く子、存在感や味わいを醸し出す子、また見守る

形で参加した子、体調の関係で自宅で学芸会に思いを馳せていた子など、参加する形は様々であって

も、すべてに感動（＝感情が動く：本来は喜怒哀楽すべてを含む言葉だそうです）や価値が生まれると

考えます。ですから、お子様にはぜひ〝ほめ言葉のシャワー〟をお願いします。ほめるとは相手を評価（評

定）することではなく認めることです。「私は学芸会に取り組んだあなたと、あなたのがんばりを認める

よ」というお気持をお伝えいただけましたら幸いです。

９月を締めくくる本日、前期の通知表をお届けしました。お子様一人一人が、それぞれの場で、それぞ

れの機会に、それぞれの歩み方で前に進んでいることをお確かめいただきたく存じます。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪10月行事予定≫ 

  ３日 … オンライン朝会         

  ６日 … 一日参観日（１・３・５年生） 

  ７日 … 一日参観日（２・４・６年生） 

  ９日 … ふらの演劇祭（４年生出場） 

 １１日 … 交通安全街頭指導 

 １５日 … 開校１２０周年記念式典 

 １７日 … 振替休業日 

 １８日 … 避難訓練 

 １９日 … 音楽発表会（6年生） 

 ２７日から３日間、低・中・高のブロックに 

分けた分散の形で学芸会を実施しました。平日ではありましたが、多くの保護者の皆様やご来

賓として教育委員の津山様、木村様をはじめ、CS委員の方にも子ども達の様子をご覧いただき

ました。本校では、「児童の想像力を高め、表現力をより豊かにする」を学芸会の目標の一つ

としています。年間の一つのイベント（点）ではなく、今までの学習の延長上にあり、そこで

身に付けた力を次の活動に生かす取組（線）として位置付けています。今回は、多くの人前で

堂々と表現し、自信がついた子が増えたように思います。今後も、様々な活動を通して子ども

達が進んで表現できるよう、教育活動を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

1年生 劇・音楽「ハロー！ハッピーワールド！」  2年生 劇「ブレーメンの音楽隊!?」   3年生 音楽「いい音
ね

♫コンサート」 

 

 

 

 

 

 

 

4年生 劇「参上！富小っ子4年生！」  5年生 劇「クラリーナ国の陰謀」  6年生 音楽ほか「北方へそ演芸会」 

【開校120周年記念式典について】 

 １０月１５日は、本校の１２０周年記念

式典があります。感染症対策のため、会場

の体育館では高学年のみ参加し、１～４年

生は体育館以外の場所からオンラインで参

加します。午前中（10:00～11:00）で終

了しますが、１７日（月）は振替休業日と 

しますので、お知らせいたします。 

              １学期に保護者の皆様から学校評価をいただきました。ありが

             とうございました。いただいた評価をもとに、校内で「よりよい

学校にするための取組」についてまとめました。詳細につきましては別紙をご覧ください。 

価値づけできるキーワード（成果）として「児童の学校生活の充実」「個に応じた指導」があ

げられました。また、よりよくするためのキーワード（課題）としては、『進んで〇〇するこ

と』があげられした。受け身ではなく、自分から学んだり、コミュニケーションをとったりす

ることができる子どもを学校・保護者・地域との協働体制で育てます。 

 

豊かな表現力の育成 

学校評価から 


